
(1) 戸坂学区社協広報誌 (令和7年11月30日)

戸坂地域の情報 

まるわかり!

戸坂ともいきためまつぷ 

スマホで二次元コードを 

読み取って

ホー厶画面に 

追加しよう!

広
島
市
に
お
け
る

「乗
合
タ
ク
シ
—
」
の
現
状

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋
本
昇

〇̂
平
素
よ
り 

戸
坂
学
区
社 

会
福
祉
協
議 

会
(

以

下

、
 

戸

坂

社

協) 

の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

私
は
、
戸

坂

社

協(

小
学
校
区)

会
長
、
 

戸
坂
連
合
社
協(

中
学
校
区)

会
長
及
び 

東
区
社
協
会
長
も
兼
務
し
て
お
り
ま
す
。

広
島
市
で
は8

地

区

で

「乗
合
タ
ク 

シ
ー
」
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

11
月

13
日 

に
こ
の8

地

区

が-

堂
に
会
し
、
各
団
体 

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
行 

わ
れ
ま
し
た
。

広

島

市

で

「乗
合
タ
ク
シ
ー
」
が
導
入 

さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
次
の8

地
域
で
す
。
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(
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は
、
本
格
運
行
開
始
時
期 

※

は
、1

年
間
の
実
験
運
行
開
始
時
期 

こ
の
中
で⑦

の
戸
坂
地
区
以
外
の7

地 

区
に
は
共
通
点
が
有
り
ま
す
。
 

,
1

運
行
使
用
車
両•

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
— 

2

運
行
形
態
一
路
線
定
期
運
行 

3

運
営
主
体
団
体
」
連
合
町
内
会 

等 

<

戸
坂
地
区
の
取
組
み> 

戸
坂
地
区
と
他
地
区
と
の
大
き
な
違
い 

は①

運
行
使
用
車
両
が
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク 

シ
——
で
は
な
く
小
回
り
可
能
な
小
型
タ
ク 

シ
ー②

運
行
形
態
は
路
線
定
期
運
行
で
は 

な
く
電
話
予
約
に
よ
る
「デ
マ
ン
ド
型
」
 

③

運
営
主
体
団
体
は
連
合
町
内
会
等
で
は 

な
くL
M

〇
認
定
の
学
区
社
協
で
す
。
 

各
地
区
の
一
番
の
課
題
は
赤
字
額
の
地 

域
負
担
分
の
解
決
方
法
で
し
た
。
 

赤
字
額
の

25%

は
地
域
負
担
と
な
る
こ 

と
は
こ
れ
ま
で
も
説
明
し
て
き
た
と
お
り 

で
あ
り
、
戸
坂
地
区
以
外
で
は
運
営
主
体 

団
体
が
広
島
型
地
域
運
営
組
織
「ひ
ろ
し 

まL
M
O
 
(

エ
ル
モ)

」
の
助
成
金
が
利 

用
可
能
な
小
学
校
区
単
位
の
社
会
福
祉
協 

議
会
以
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
財
源
確
保
に 

苦
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戸
坂
地
区
に
お
い
て
は
運
営
主
体
が 

「戸
坂
と
も
い
き
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会 

(

戸
坂
連
合
社
協
一
戸
坂•

戸
坂
城
山
・
 

東
浄
の3

小
学
校
区)

で
あ
りL
M

〇
の
助
成
金
と
地
域
の
医
療 

機

関

・
ス
ー
パ
ー
等
か
ら
の
協
賛
金
の
ご 

協
力
に
よ
る
対
応
で
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
 

L
M

〇
の
助
成
金
確
保
に
つ
い
て
は
小 

学
校
区
単
位
で
広
島
市
の
認
定
が
必
須
で 

あ
り
、
戸
坂
学
区
は
昨
年

12
月
、
戸
坂
城 

山
学
区
は
今
年

11
月
に
認
定
を
受
け
、
東 

浄
学
区
に
つ
い
て
も
来
年
の
認
定
取
得
に 

取
組
ま
れ
て
お
り
、
助
成
金
と
協
賛
金
の 

両
輪
で
赤
字
負
担
分
の
財
源
確
保
に
努
め 

て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
行
エ
リ
ア
は
、
戸
坂
中
学
校 

区
(

戸
坂3

学
区)

内
に
限
定
さ
れ
て
お 

り
乗
降
ポ
イ
ン
ト
は
現
在

27
箇
所
を
設
定 

し
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
状
況
等
に
よ
り 

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

※

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
、
予
約
に 

合
わ
せ
て
運
行
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、
迎 

え
は
予
約
先(
自
宅
・
乗
集
イ
ン
ト)

ま 

で
行
き
、
行
先
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト(

目
的 

地)

は
27
箇
所
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



⑵

【戸
坂
公
民
館
開
館
知
周
年
』を
理
え
て 

戸

坂

公

民

館

館

長

熱
田
有
紀

1
9
7
5

年
(

昭
和

50
年)
5

月1

日
に
戸
坂
公 

民
館
は
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
戸
坂
公
民 

繫

開

館

し

て

50
年
の
節
目
の
年
で
す
。

先
日
開
催
し
ま
し
た
「第

46
回
戸
坂
公
民
館
ま
つ 

リ
」
で
行
っ
た
開
館
50
周
年
記
念
式
典
に
は
、
松

井- 

實
広
島
市
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
大
集
会
室
い
つ 

ぱ
い
に
地
域
の
皆
さ
ま
が
お
祝
い
に
お
越
し
く
だ
さ 

い
ま
し
た
。

こ
の

50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
何
か
記
念
に 

残
る
こ
と
を
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
を
何
か
し
た
い
と
、
昨
年
か
ら
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

一
つ 

目
は
、
戸
坂
の
キ
ャ
ラ
ク 

夕
—

「
へ
さ
ま
ろ
」
の
着
ぐ 

る
み
の
作
成
で
す
。
二
つ
目 

は
、
記
念
誌
に
代
わ
る
記
念 

動
画
の
制
作
。
そ
し
て
三
つ 

目
は
、
「戸
坂
の
歌
」
の
創
作 

で
し
た
。
「
へ
さ
ま
ろ
」
の 

着
ぐ
る
み
作
成
に
は
、

11
名

の,

ち
く
ち
く
隊
員"
(

着
ぐ
る
み
を
作
る
手
芸
チ
ー
厶) 

が
集
ま
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

の

「
へ
さ
ま
ろ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
記
念
動
画

の
制
作
に
は
、
過
去
の
公
民
館
主
催
事
業
の
写
真
や
、
 

公
民
館
活
動
グ
ル
ー
プ
の
動
画
を
撮
影
し
た
素
材
を
、
 

地
域
の
高
校
生
が
編
集
・
制
作
し
ま
し
た
。
そ
し
て 

「戸
坂
の
歌
」
づ
く
り
で
は
、
ま
ず
歌
詞
と
な
る
言
葉 

を
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し
、
集
ま
っ
た
言
葉
を 

紡
ぐ
作
業
か
ら
始
め
ま
し
た
。
戸
坂
な
ら
で
は
の
言
葉 

や
、
戸
坂
に
愛
着
が
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
よ
う
な
言 

葉
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
曲
は
、
音
楽
関
係
の 

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
戸
坂
在
住
の
方
が
作
曲
し
て 

く
だ
さ
り
、
式
典
当
日
に
は
、
公
民
館
で
活
動
し
て
い 

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
や
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
協
力 

し
て
披
露
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
発
表
し
た 

50
周
年
記
念
式
典
を
終
え
た
後
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ 

た
皆
さ
ま
か
ら
「楽
し
か
っ
た
」

「良
い
機
会
を
い
た 

だ
い
た
」
「思
い
出
に
残
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
 

こ
ち
ら
が
感
謝
を
お
伝
え
す
べ
き
皆
さ
ま
か
ら
、
逆
に 

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
の

50
年
を
振
り
返 

る
と
、

こ
れ
ま
で
多
く
の 

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ 

と
、
そ
し
て
現
在
の
公
民
館 

が
あ
る
の
は
そ
の
積
み
重
ね 

の
賜
物
で
あ
る
と
、
改
め
て 

実
感
す
る
場
面
が
多
々
あ 

り
ま
し
た
。
「人
と
か
か
わ 

り
、
つ
な
が
る
こ
と
」
こ
そ

が
、
地
域
に
愛
着
を
持
つ
人
材
を
育
て
、
次
の
世
代 

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま 

す
。
こ
れ
か
ら
の
50
年
も
変
わ
ら
ず
、
「つ
ど
う
」

「学 

ぶ
」

「む
す
ぶ
」
場
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
楽
し
み
を
共
有
し
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭
」

『

戸

坂

学

区

体

育

協

会

会

長

山
田
喜
久
雄

第

61
回
戸
坂
学
区
町
民
体
育
祭
が
、
秋
空
の
下
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
雨
が
降
り
出 

し
た
た
め
一
部
の
競
技
は 

短
縮
と
な
り
ま
し
た
が
、
子 

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と 

応
援
の
拍
手
が
会
場
い
つ 

ぱ
い
に
響
き
、
ど
の
世
代
も 

笑
顔
で
参
加
で
き
る
一
日 

と
な
り
ま
し
た
。
競
技
部 

長
を
中
心
に
、
未
就
学
児
か 

ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
楽
し
め
る
種
目
を
工
夫
し
、
参

加
賞
も
全
員
に
行
き
渡
る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
。
 

地
域
の
皆
さ
ん
が
前
日
か
ら
運
営
や
後
片
付
け
ま

で
協
力
く
だ
さ
っ
た
お
か 

げ
で
、
無
事
に
楽
し
い
大
会 

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。

来
年
度
は
、
戸
坂L
M

〇 

の
主
催
で
開
催
予
定
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
輪
を 

広
げ
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ 

て
い
き
ま
し
ょ
う!



⑶

「戸
坂
学
区
夏
ま
つ
り
』
を
終
え
て 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
長
大

野 

裕
幸 

被
爆

80
周
年
及
び
戸
坂
公
民
館
開
館

50
周
年
記 

念
の
節
目
で
あ
る
本
年8

月2

日
に
、
戸
坂L
M

〇 

主

催

で

「戸
坂
学
区
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。

朝8

時

30
分
よ
り
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が 

発
令
さ
れ
て
い
る
中
、
会
場
設
営
作
業
に
と
り
か 

か
り
ま
し
た
。
適
度
に
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
懸 

命
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
午
前
中
に
作
業
を
終
え 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夕
方

17
時
に
役
員
及
び
各
地
域
か
ら
の
お
手
伝 

い
の
方
々
に
も
集
合
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
地
元
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
ど
ん
ど
鼓

に
よ
る
太
鼓
ば
や
し
に
続 

き
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま 

り
、
桜
が
丘
愛
育
園
園
児 

の
演
技
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ 

ダ
ン
ス
、
盆
踊
り
、
戸
坂 

名
物
の
段
物
や
扇
子
踊
り
、
 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
音
頭
、
広 

島
音
頭
な
ど
が
次
々
と
披 

露
さ
れ
、
夕
暮
れ
と
共
に 

会

場

内

が

活

気

づ

き

ま 

し
た
。
戸
坂
の
キ
ャ
ラ
ク 

夕
——
の

「
へ
さ
ま
ろ
」

も 

皆
さ
ん
に
混
じ
っ
て
一
緒 

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

出
店6

店
舗
も

21
時
頃
に
は
売
り
切
れ
札
が
出 

さ
れ
び
っ
く
り
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
で
盛
り
上
が 

り
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
っ
て
、
楽
し
い
夏
の 

思
い
出
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本 

年
は
、
櫓
を
始
め
、
夏
ま
つ
り
の
看
板
を
新
調
す 

る
等
ひ
と
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ
っ 

た
で
し
ょ
う
か?
 

■

ま
た
、
会
場
内
の
ゴ
ミ
処
理
を
地
元
企
業
よ
り 

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
盛
況
に
終
了
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お 

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「敬
老
会
」
を
終
え
て

敬
老
会
実
行
委
員
長

川
瀬
節
子
- 

今
年
は
戦
後

80
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
戦 

後
の
困
難
な
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
社
会 

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
表 

し
、
長
寿
と
健
康
を
祝
し
て
、
猛
暑
日
の9

月6

日 

(

土)

130
余
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
敬
老
会
を
開
催 

い
た
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
冷
風
機6

台
を 

備
え
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
処
し 

ま
し
た
。

式
典
の
初
め
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福 

を
お
祈
り
し
厳
粛
に
黙
禱
。

ご
臨
席
の
衆
議
院
議
員
岸
田
文
雄
様
を
始
め
お

三
方
に
ご
祝
辞
を
頂
き
、
戸
坂
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

「
へ
さ
ま
ろ
」
も
来
賓
席
に
列
席
し
ま
し
た
。
 

祝
宴
一
部
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
——
あ
ん
し 

ん
鼓
笛
隊 

ハ
ッ
ス
ル
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
よ
る
〔よ 

さ
こ
い
エ
イ
サ
ー
琉
球
王
」

の
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏 

は
圧
巻
で
し
た
。

第
二
部
、
歌
手
南
一
誠
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
「雨 

の
港
か
ら
」
な
ど
上
手
な
卜
—
ク
を
交
え

10
曲
歌 

わ
れ
、

「広
島
天
国
」
体
操
で
は
、
さ
く
ら
カ
フ
ェ 

の
有
志
と
考
案
者
、
芳
谷
さ
ん
も
ご
一
緒
に
体
操 

さ
れ
、
南
一
誠
さ
ん
も
ご
自
分
の
歌
に
体
操
と
は 

ニ
コ
ニ
コ
顔
の
ご
満
悦
の
笑
み
で
し
た
。

終

わ

り

の

「
そ
れ
行
け 

カ
ー
プ
」

で
は
会
場
に5
 

月
の
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
を 

3

匹
泳
が
せ
、
来
實
の
方 

は
赤
の
ユ
ニ
ホ
ー
厶
を
着 

用
、
頭
に
鯉
の
被
り
物
で 

壇
上
へ
、
会
場
の
皆
さ
ま 

は
カ
ー
プ
坊
や
、
鯉
の
被 

り
物
、
手
に
う
ち
わ
赤
い 

風
船
は
宙
を
舞
い
カ
ー
プ 

カ
ー
プ
の
大
合
唱
。
紅
く 

燃
え
上
が
り
歓
喜
の
渦
の 

中
と
な
り
、
興
奮
冷
め
や 

ら

ぬ

う
ち

ア

ン

コ

ー

ル

曲

「ひ
ろ
し
ま
か
く
れ
ん 

ぼ
」
。
万
歳
三
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

終
わ
り
に
、
敬
老
会
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き 

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



⑷

令和7年度理事・役員等名簿
(2025.10.I現在)

役職 氏名 選出区分

会長 秋本 昇 山崎町内会会長

副会長 川瀬節子 始鑼櫛瞧

副会長 山中春記 保護司会代表

副会長 山田喜久雄 体育協会会長 
子ども会育成協議会会長

会計 吉田俊郎 出江二丁目町内会会長 
公衆衛生推進協議会会長

監事 森末清司 桜西町内会会長

監事 中村郁夫 くるめ木町内会会長

事務局長 大野裕幸 描啲ン福嶼魏

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田中秀生 元戸坂社協会長

理事 山岡静樹 戸坂小学校校長

理事 中本和彦 戸坂中学校校長

理事 大元みどり 鼬諏贓臓

理事 熱田有紀 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 持掛仁志 惣田町内会会長

理事 矢野龍男 山根町内会会長

理事 田村幸大 川根町内会会長

理事 坪井秀登 桜東町内会会長

理事 欠 瞇噥委員臟新長

理事 高下洋一 諏销蹴禮

理事 西井優幸 戸明海鑼

理事 田中季良 戸坂中学校PTA会長
理事 高野哲男 東消防戸坂分団団長

理事 山路隆晴 自主防災会連能会長

理事 中間孝治 防災士会会長

理事 西田靖子 ボランティアバン甄憶

理事 小田るみ子 へさかつ子リラブ釜

理事 畠山直美 っくし偶’作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会会長

理事 上中義則 舰連關議会会長

理事 佐々木静香 師娜鼬”一長

オブザーバー 坂本伸二 東Mt懸事朧
打ザーバー 久保田修子 戸坂保育園園長

打ザーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

村ザーバー 川戸直美 戸坂児童館館長

表彰おめでとうごいます
広島県社会福祉協議会会長表彰

秋本 昇さん(山崎町内会)

吉田俊郎さん(出江二丁目町内会)

※社会福祉協議会団体関係功労者(理事15年以上)

広島市社会蔵祉協議会会長表彰 

大野裕幸さん(惣田町内会) 

小田るみ子 さん(山根町内会)

※社会福祉協議会団体関係功労者(理事10年以上)

戸坂社協のホームページで情報収集を!
「戸坂社協のホームページ」を閲覧するにはパソコンかスマホから検索 

して下さい。パソコンからは①こむねっとひろしま-►②東区-►③戸坂学区 
社会福祉協議会または、

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

回雜回 スマホからは、

戸坂学区の人口及び世帯数 三

※令和7年9月末現在 広島市統計データ抜粋

住所名

人 □ 世 ±±± 
帀

総数 ’日本人

避人 総数
うち瞅 

世帯数計 男 女 計 男 女

戸坂くるめ木一丁目 1,717 798 919 1,671 774 897 46 834 804

戸坂くるめ木二丁目 1,029 530 499 1,012 518 494 17 528 514

戸坂千足一丁目 1,759 832 927 1,745 829 916 14 923 909

戸坂千足二丁目 957 436 521 938 431 507 19 443 432

戸坂山崎町 1,182 569 613 1,172 564 608 10 557 550

戸坂惣田一丁目 579 289 290 570 286 284 9 295 287

戸坂惣田二丁目 262 125 137 261 124 137 1 122 121

戸坂桜東町 556 266 290 544 260 284 12 262 256

戸坂桜西町 497 239 258 492 236 256 5 238 233

戸坂桜上町 578 260 318 573 258 315 5 351 346

戸坂山根一丁目 981 445 536 948 427 521 33 534 514

戸坂山根二丁目 1,144 552 592 1,131 546 585 13 518 507

戸坂山根三丁目 425 219 206 414 211 203 11 193 185

戸坂中町 412 195 217 408 193 215 4 204 201

戸坂出江二丁目 876 422 454 867 417 450 9 412 407

計 12,954 6,177 6,777 12,746 6,074 6,672 208 6,414 6,266

注「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が、平成24年7月に施行され、 
外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることとなったた 

め、平成24年8月以陶よ、外国人人口、外国人世帯及び複数国籍世帯 
が、含まれます。

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp/hesaka/

